
　

４
月
１
日
に
新
市
と
し
て
発
足
し
た
伊
予
市
が
、

今
後
、
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
１０
月

９
日
、
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
伊
予
で
『
伊
予
市
合
併
記

念
式
典
』
が
行
わ
れ
、
国
・
愛
媛
県
の
関
係
者
、
県
内

市
町
の
首
長
・
議
長
を
は
じ
め
、
伊
予
市
議
会
議
員

な
ど
多
数
の
方
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
、
伊い

よ豫
之の

二ふ
た
な
じ
ま

名
島
扶ふ

そ

う桑
太だ
い

鼓こ

保
存
会
に
よ
る
「
五ご

し

き

ら

ん

だ

色
爛
打
」
の
演
奏
で
始
ま
っ

た
式
典
は
、
ま
ず
、
中
村
市
長
が
「
こ
こ
に
至
る
ま

で
に
は
紆う

よ余
曲
折
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
古
く

か
ら
深
い
つ
な
が
り
を
持
つ
伊
予
市
・
中
山
町
・
双

海
町
が
合
併
で
き
た
の
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
も
の
で
あ
り
、
厚
く

お
礼
を
言
い
た
い
。
今
後
も
、
多
様
化
・
高
度
化
す

る
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
多
彩
な
地
域
資
源

を
生
か
し
な
が
ら
、
住
民
と
行
政
の
協
働
を
推
し
進

め
、
新
市
の
将
来
像
で
あ
る
《
ひ
と
・
ま
ち
・
自
然
が

出
会
う
郷く
に

》
の
実
現
を
め
ざ
し
、
住
ん
で
い
て
良
か

っ
た
と
思
え
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し

て
い
き
た
い
。」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
こ
の
合
併
推
進
に
お
い
て
主
導
的
な
役

割
を
果
た
さ
れ
た
方
々
、
そ
し
て
合
併
協
議
会
委
員

と
し
て
大
変
厳
し
い
条
件
の
中
、
合
併
協
議
の
中
核

を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
総
務

大
臣
表
彰
、
市
長
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◆
総
務
大
臣
表
彰

　

中
村
佑（
旧
伊
予
市
長
）、市
田
勝
久（
旧
中
山
町
長
）、

丸
山
勇
三
（
旧
双
海
町
長
）、上
田
稔
（
旧
双
海
町
長
）、

重
松
圀
右
（
旧
伊
予
市
議
会
議
長
）、
井
上
正
昭
（
旧

中
山
町
議
会
議
長
）、
大
石
壽
淑
（
旧
双
海
町
議
会
議

長
）

◆
市
長
感
謝
状

　

小
林
茂
、窪
中
修
一
、藤
田
稔
、泉
正
勝
、若
松
孝
行
、
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日
野
正
則
、
田
中
弘
、
岡
田
博
助
、
岡
田
清
滿
、
西
岡

義
雄
、
安
田
一
江
、
亀
井
慎
滋
、
高
橋
敏
、
上
岡
幸
子
、

中
嶋
都
貞
、
矢
野
鎭
男
、
富
岡
喜
久
子
（
以
上
、
伊
予

市
・
中
山
町
・
双
海
町
合
併
協
議
会
委
員
）

「
市
の
花
」「
市
の
木
」
決
ま
る
！
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新
市
の
市
制
施
行
を
記
念
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ふ
る
さ
と
意
識
の
高
揚
や
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
る
た
め
、「
市
の
花
」「
市
の
木
」
を
７
月
に
募
集
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
検
討
し
た
結
果
、「
市
の
花
」

に
『
菜
の
花
』、「
市
の
木
」
に
『
メ
タ
セ
コ
イ
ア
』
を

指
定
し
、
伊
予
市
合
併
記
念
式
典
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

市の花「菜の花」市の木「メタセコイア」

【スギ科 メタセコイア属】

　数々の伝説を残し、化石になっ

て今も語り継がれており、伊予市

の記念樹（シンボル）としてふさ

わしいものです。伝承と記念物と

して、また、伊予市のオリジナリ

ティをアピールできる木です。

【アブラナ科 アブラナ属】

　一本一本は小さいけれど、一面

に咲く姿は黄金を敷き詰めている

ようで、その光景は圧巻。春に向

かって見る人に何か元気を与えて

くれ、その姿は明るく伸びていく

伊予市の姿をイメージできる花で

す。


